
 

      ◎日程の追加について（副議長選挙） 

○議長（土屋清武君） ただいま、副議長が欠けました。 

 お諮りします。副議長の選挙についてを日程に追加し、追加日程第３として、日程の順序

を変更して、直ちに副議長の選挙を行いたいと思います。これにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（土屋清武君） 異議なしと認めます。 

 よって、副議長の選挙についてを日程に追加し、追加日程第３として、日程の順序を変更

し、直ちに副議長の選挙を行うことに決しました。 

 

      ◎副議長の選挙について 

○議長（土屋清武君） 追加日程第３、選挙第６号 副議長の選挙を行います。 

 お諮りします。選挙の方法は投票と指名推選の二通りありますが、慣例によりまして投票

により行いたいと思います。これにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（土屋清武君） 異議なしと認めます。 

 よって、副議長選挙は投票により行います。 

 議場を閉鎖いたします。 

         （議場の閉鎖） 

○議長（土屋清武君） ただいまの出席議員は８名であります。 

 お諮りします。会議規則第31条第２項の規定により、立会人に伴高志君及び稲葉昭宏君を

指名したいと思います。これにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（土屋清武君） 異議なしと認めます。 

 よって、立会人に伴高志君及び稲葉昭宏君を指名いたします。 

 投票用紙を配付します。 

         （投票用紙配付） 

○議長（土屋清武君） 念のため申し上げますが、投票は単記無記名であります。 

 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 



○議長（土屋清武君） 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を点検します。 

         （投票箱の点検） 

○議長（土屋清武君） 異状なしと認めます。 

 これより投票を行います。 

 投票用紙に被選挙人の氏名を記載の上、事務局長の点呼に応じて順次投票願います。 

 点呼いたします。 

         （投  票） 

○議長（土屋清武君） 投票漏れはありませんか。 

         （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（土屋清武君） 投票漏れなしと認めます。 

 これで投票を終了します。 

 開票を行います。 

 伴高志君、稲葉昭宏君、開票の立会をお願いします。 

         （開  票） 

○議長（土屋清武君） 選挙の結果を報告いたします。 

      投票総数   ８票 

これは先ほどの出席議員数に符合しております。 

このうち 有効投票   ８票 

      無効投票   ０票 

 有効投票中 

      福本栄一郎君  ４票 

      藤井 要君   ４票 

 以上のとおりであります。 

 この選挙の法定得票数は２票であります。 

 福本栄一郎君と藤井要君の得票数はいずれもこれを超えております。両君の得票数は同数

です。 

 この場合、地方自治法第118条第１項の規定は、公職選挙法第95条第２項の規定を準用して、

くじで当選人を決定することになっています。 

 福本栄一郎君と藤井要君が議場におられますので、くじを引いていただきます。 



 くじは２回引きます。１回目はくじを引く順序を決めるためのものです。２回目はこの順

序によってくじを引き、当選人を決定するためのものです。 

 くじは、くじ棒で行います。 

 伴高志君及び稲葉昭宏君、くじの立会いをお願いします。 

 まず、くじを引く順序を決めるくじを議席順に行います。 

 （くじを引く順序を決めるくじ） 

○議長（土屋清武君） くじを引く順序が決定しましたので報告します。 

  はじめに藤井要君、次に福本栄一郎君。以上のとおりです。ただいまの順序により当選人

を決定するくじを行います。 

  藤井要君、次いで福本栄一郎君、くじを引いてください。 

        （当選人を決定するくじ） 

○議長（土屋清武君） くじの結果、藤井要君が当選人と決定しました。 

 議場の閉鎖を解きます。 

         （議場の閉鎖解除） 

○議長（土屋清武君）  

 会議規則第32条第２項の規定により、当選の告知をします。 

 当選人、藤井 要君。 

 当選人、藤井 要君に副議長当選の承諾及び挨拶をお願いします。 

 当選人は壇上へどうぞ。 

 

         （副議長 藤井 要君  登壇） 

      ◎副議長就任のあいさつ 

○副議長（藤井 要君） ただいま皆さんの投票によりまして副議長という職をいただきまし

た。私も全然こういうことを考えていない中で、はからずも当選させていただきました。こ

の中には、当てが外れたという方もいらっしゃるかもしれませんけれども、ドンと仲間たち

とそのような議会に町民から言われないように、また、今日私に投票していただきました皆

さんの期待に応えられるよう、こういう仲間たち、グループを白紙にして、また元の議長も

いますし、現土屋議長もいます。この人たちと一緒に松崎町民の見える化、町民が議会に何

を期待しているか、そういうことを一生懸命町民にわかるようにこれからもやっていきたい

と思いますので、皆さんのご声援よろしくお願いします。ありがとうございました。                           


